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滋
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、問中村戸、日以
H
P

、
数
泌
が
タ
テ
ヨ
お
を
碑
と
し
て
残
し
た
い
い
と
週
間
り
ま

3

コ
各
的
勺
、
厚
き
認
可
め
許
認
枚
。
し
た

E

な
お
車
ぞ
辻
、

m
M
m
月
3
n
u
に
行

今
年
7
丹
、
総
隊
司
市
が
旧
庁
脅
っ
た
寸
平
和
都
市
漁
選
」
の
記

A

結
核
数

騨
体
時
に
連
特
の
…
約
を
希
望
す
の
が
と
っ
と
し
て
碑
内
総
立
を
決
め
、

る
附
凶
体
い
い
織
る
と
い
う
絡
を
知
っ
今
後
、
開
会
と
鰐
銭
し
な
が
ら
時
暗
殺
し

た
同
会
的
熱
心
な
働
き
か
け
が
災
て
い
く
方
針
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。

扇
い
た
期
制
壁
と
誼
晃
子
総
被
爆
者
出

会
母
メ
ン
バ
!

布
仲
蹴
開
机
務
口
、
ウ
イ
ン
グ
広
場
約
か
へ
の
川
県
滋
パ
ノ
〈
り
防
総
緩
め
た
が
に
問

ら
平
山
知
ム
口
方
面
に
向
か
う
線
路
沿
い
に
窃
か
に
減
ら
れ
る
と
い
っ
た
イ
タ
ヲ
ご

設
け
で
あ
る
「
危
山
崎
訪
止
別
金
総
問
問
」
は
、
っ
ニ
い
か
操
り
返
ぎ
れ
て
い
ま
す
。
絞
ら

今
年
に
入
っ
て
す
で
に
叩
泌
も
磯
ら
札
、
れ
た
品
別
総
ム
ず
り
チ
ピ
y
予
が
入
り
込
み

布
佐
釈
を
は
じ
め
問
問
符
殺
は
震
を
論
的
後
車
を
急
体
構
b
A
C

せ
た
こ
と
も
あ
り
、

取
り
即
時
し
の
つ
か
令
い
事
紋
に
つ
な
が

ら
な
い
と
も
織
り
ま
せ
ん
。

こ
の
事
燃
に
布
校
駅
長
は
「
滋
叫
削
減

小
品
わ
り
ゆ
く
我
孫
子
双
山
南
口
。
桜
前
仲
仙
波
ボ
教
に
L
捻
単
が
か
か
っ
て
き
ま

L
た
。
二
れ

に
島
わ
せ
、
地
治
的
議
出
柿
泌
が
中
心
と
な
り
、
心
人
仙
川
渓
ま
つ
り
を
際
協
し
ま
す
a

子
掛
か
、
り

大
人
ま
で
端
し
め
る
縦
し
が
寝
台
烈
し
ゅ
ご
家
銭
お
そ
ろ
い
で
ご
来
場
く
だ
添
い
a

)
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日
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内
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起
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女i語司草原i溺}台プロ6ワゴ)1-7レッス

ン (21・22器、午諸君10雲寺から)

'1'ヨタラウ/式怨E寺内ィ量殺ブロ

がピヂオを{生って祭科レソスンコ

*著書ひろ干さんのカラオケ教室主

(22日、午音寺10誇から午後芝雲寺ao
骨}あなたの歌じりンポイント

アドハイス。テープ:立持参のこと o

安チャリティ・オークション (22

銭、午後 3時から 4雲寺)有名ブ

ロコルブァーのボ…Jt，.、色紙などc

女へリコプ空叫滋覧 (22語、午前

10終かも午後 3袴} 話器使 300m

内塗rj>詩文3ふ搭乗料金1人3白)01'1切

実ファミリーコンビニミ叩夕刊広場

(21‘22羽、午総10特急、ら午後3

昨春) 子供淡い人気のテレビゲー

ム。自由にお遊びください。

こめはかモチッキ大会や絞誌を遂

など、建築しい金爾がいっiかもですo

b余儀 大主主i設まつつ実行会員会

li>r.隠れ‘合わせ 銭形まま(82)2425

我張子駅南E金場

な
い
で
も
な
い
的
で
す
が
ち
お
務
総
的

安
全
歩
一
環
ヴ
立
場
か
ら
、
金
捕
を
昨
耽
っ

た
り
、
開
聞
を
桑
ワ
越
え
る
、
緒
路
町
上

今
ふ
く
と
い
う
こ
と
出
ぜ
び
や
め
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
訴
え
ご
い
ま
す

w

写
真
は
絞
ら
れ
た
金
偶
柄
。



会
品
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
い
に
蛸
捌
も
知
ら
を
か
3

ふ
ん
書
も
い
る
汁
絞
り
燃
す
た
め
に
‘
図
員
い
か
一
九
と
金

給
総
い
い
開
問
L
地内一一
μ
ハ
万
波
長
辻
「
い
ま
ど
、
ぷ
れ
量
出
向
に
若
い
者
が
ま
と
ま
っ
つ
ど
潟
た
る
第
o
d
分
団

P

市
民
の
品
田
緩

め
M
M

人
が
力

ι

を
合
わ
せ
て
較
し
い
総
統
で
付
紙
の
た
め
に
頑
張
り
た
い
」
と
そ
の
滋
か
い
パ

y
ク
ア

y
プ
を
お
戦
い
し

か
議
主
上
げ
、
後
に
続
く
者
へ
円
引
き
絞
れ
ぞ
れ
総
負
を
語
り
ま
し
た
。
ま
す
。

が
と
い
」
レ
ι
、
ま
た
寺
密
総
長
も
吋
一
説
土
れ
か
ら

hn年
の
。
フ
ラ
ン
ク
仰
を

wv
開
問
い
合
わ
せ
術
紡
朱
一
郎

設
議
3
d薄
司
濁
}
ど
の
よ
う
な
実
絡
を
也
何
一
ー
で
い
る
の
か
、
て
も
原
料
に
ふ
八
き
な
殺
が
み
の
り
、
鈴
格

JJrJW一
4
年
間
に
わ
た
り
去
の
き
聞
践
で
前
だ
け
で
ヲ
λ
ぬ
ん

Zく
な
っ
て

T
…
p
d
祭
綴
…
J

小
売
鯨
織
の
瀦
絞
争
終
叶
同
封
し
た
市
消
費
き
て
い
ま
ナ
ん

子
に
縦
一

LZvと
ば

か

り

で

、

消

防

悶

議

議

ふ

崎

一

L一
生
出
モ
ニ
タ
ー
か
ら
次
の
惨
な
仕
仲
裁
談
私
立
ち
が
脚
闘
い
消
波
書

Z
る
た
め

そ
の
も
の
め
移
夜
守
h
d
h
m
ら

生

か

っ

た

守

再

録

伶

』

が

寄

せ

い

つ

れ

ま

し

と

。

に

は

綴

ω
酬
の
外
山
闘
に
と
ら
わ
れ
る
こ
に
と

と
い
う
ガ
も
い
た
ほ
ど
α

そ

れ

で

も

鋭

'

'

'

吋

ふ

だ

ん

、

つ

い

大

き

な

ス

ー

パ

ー

な

く

、

綴

油

開

と

凶

明

民

主

の

バ

ラ

ン

ス

を

明
世
間
い
て
い
く
う
ち
仁
一
納
得
し
、
快
必
品
時
弘
明
、
裁
と
め
明
日
い
を
し
て
し
ま
い
が
ふ
り
で
採
し
く
判
判
断
す
る
こ
と
も
議
ま
?
す
。

言

ぶ

り

に

謀

総

美

智

。

警

警

で

も

主

義

i
T承
諾
し
た
の
で
す
。

iuv

に

す

が

、

モ

ニ

タ

ー

主

も

っ

て

号

、

小

言

守

高

裁

の

な

か

か

ら

、

男

援
一
戸
時
稿
。
。
分
泌
が
瑚
諮
れ
ず
宅
地
化
が
進
み
、
農
家
的
後
出
照
宮
こ
れ
じ
よ
り
市
内
の
消
防
聞
は
れ
ハ

W

2

1

3

固

め

W
2
e小
発
注
で
も
安
く
て
良
い
も
の
が
に
と
っ
て
，
本
当
に
M

昨
季
を
も
の
は
阿
川
か

・
0

m

同
八
万
伐
最
悪
も
そ
の
多
く
が
サ
ラ
リ
マ
ン
に
劫
望
て
が
そ
ろ
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
α

議

窪

田

ご

た

く

さ

ん

み

る

と

い

う

ご

と

が

わ

か

り

を

冷

静

に

考

え

、

委

ず

る

こ

と

で

自

幽
七
刻
F
S
ゐ
ナ
ハ

れ

い

均

時

も

れ

い

日

れ

れ

γ
時

計

肝

心

的

九

一

幻

H
U
M
-

品
川
W
u
d

ま
日
げ
の
賂
に
か
護
が
上
が
っ
て
片
付
吋
沿
い
じ
け
れ
打
目

的

、

背

品

、

彼

ら

と

長

(

に

市

絞

殺

す

言

語

開

の

全

体

内

務

遅

刻

へ

も

絞

り

紛

れ

な

い

柄

引

二

ふ

手

許

可

い

て

も

、

建

設

相

会

コ

い

て

い

主

費

、

語

品

ぞ

い

立

を

す

る

μ撃
事

望

者

ら

室

長

も

季

、

き

さ

z、
2

寄
与
え
る
も
の
も
わ
れ
ま
す
ロ

m
叫

ん

叫

い

よ

と

い

受

口

が

ま

僚

に

Eれ
ま
す
」
警
が
多
く
な
る
，

wgγ
、
長
い
泌

が
緩
ま

η
、
主
立
総
会
族
向
ま
り
、
内
芸
品
護
者
ど
が
中
ρ

い
い
と
な
お
、

wwm分
閉
め
金
問
団
長
に
ま
宇
櫛
削
叫
ん
ペ
ャ
円
ぺ
こ
の
よ
う
に
モ
ニ
タ
ー
か
ら
身
近
か
銭
お
と
な
る
級
料
品
チ
ヤ
/
ス
で
す
台

高

言

し

た

。

な

つ

で

さ

き

会

誤

差

…

pfa;分

団

長

山

嗣

山

内

一

一

者

2
?
Lで

語
に
対
し
て
帯
問
い
合
わ
せ
室
生
活
苦
校
生

中

見

書

言

葉

高

か

れ

て

き

ま

し

た

。

議

警

交

(

台

関

)

、

部

長

に

は

券

偽

盟

仁

川

護

炉

も

っ

と

d
J
T
Lて
い
か
な
け
れ
ば
議

化
の
波
を
受
け
‘
ど
約
こ
れ
を
受
け
て
立
ち
上
が
っ
た
の
が
き
室
戸
)
が
書
さ
れ
ま
し
た

0

・

J
k
m

高

と

い

う

2く

上

が

り

ま

し

;

;

J

J

 

分
凶
ー
も
後
継
君
臨
務
部
俊
益
反
的
苦
い
有
志
。
吋
地
域
の
た
め
閥
的
8
八
万
山
協
の
必
当
地
一
時
ω
は

問

機

開

通

バ

藍

λ

技
者
自
身
が
盛
期
や
ま
問
問
問
、
終
綴
な
ど

!

}

~

l

l

:

に
役
立
》
消
防
問
問
円
か
ウ
チ
だ
け
い
燃
い
金
地
点
…
4
A
竣
。
お
の
受
索
、
約
2
6
0

雲

?MM

あ
ド
、
に
つ
い
て
の
情
報
を
収
集
す
る
た
め
に
、

辺倒円
3
伐
に
行
わ
れ
た

警

高

謀

議

会

ん

て

残

念

し

と

次

々

と

理

参

2

2殺
害
之
の
中
に
霊
長
、
中
市
内

-LJ
吋

ie

時
間
の
許
す
限
り
、
ぎ
智
綴
主

主
綬
一
円
務
部
総
目
し
た

6

中
に
誌
は
人
的
紋
年
約
に
殺
開
聞
の
消
防
践
と
し
て
は
数
も
事
〈
の
川
市
民
ー
は
I
J

げ
て
そ
匂
な
ど
、
ナ
ム
央
し
ぞ
み
る
こ
と

l
i
i
l
l
i
i
1
1
1
6
1
1
1
-
-
1
1
1
1
i
i
i
i
i
i
i
i
l
l
1
1
1
1
1
1
1
1
!
j
j
j
j
i
d

も
大
慾
で
す
。

面
閉
事
静
e
為
議
議
後
g
弘
濁
戸
弘
害
者
官
官
醐
F

L
島

i
弘
議
轟
轟
鰭
髄

i
h
m
y

撃
?
?
一
私
途
端
間
終
読
が
燦
か
で
ム
ダ
の
無
い
ま
た
次
的
凶
作
金
懇

zb

で

ゆ

哨

九

一

一

一

一

ふ

れ

引

み

こ

に

も

お

d
雲

よ

搬

、

記

芝

草

幅

一

事

長

三

め

に

は

、

物

備

に

対

L

，
互
に
燃
し
て
は
こ
の
4
年
間
に

i

i

i

j

;

!

;

;

m

 

f
け

も

コ

ミ

け

離

問

問

ぱ

騒

母

汚

繍

ニ

」

y
ィ
、
ょ
;
ー
胤
判
ぷ

V
J
r
笥

t

一

て

も

議

き

い

ら

れ

ま

せ

ん

。

口

ン

グ

フ

イ

フ

主

守

、

蓄

量

一
こ
こ
鈴
卒
、
わ
が
向
田
の
物
価
の
動
き
餅
闘
い
い
な
っ
た
り
と
、
中
身
そ
の
も
的
も

機
米
・
コ
口
J

ピ
ア
で
火
山
崎
繍
絡
に
命
線
級
を
用
い
る
大
手
術
は
朝
8
時

か

り

も

し

た

。

吋

純

一

必

吋

銭

円

以

内

に

出

動

」

弁

A
W当
時
議
…
ま
み
ま
す
と
、
安
定
し
た
肺
訴
移
ム
笠
郡
し
得
え
主
〈
て
は
と
思
う
よ
う
に
会
り
ま

よ
る
大
惨
事
が
む
き
た
の
は
か
と
内
総
名
古
世
間
即
時
ま
で
緩
い
た
。
ぷ
料
急
医
療
に
台
い
て
、
コ
ロ
ン
ピ
に
、
登
録
さ
れ
た
ぬ
2
5
0名
件
、
隊
…
て
い
ま
す
じ
し
か
し
実
例
怖
に
泌
総
務
は
し
た
の
サ
ラ
ダ
油
に
し
で
も
一
…
鋭
機
に
し

被
そ
の
被
害
者
救
済
の
た
め
に
、
外
長
と
か
貼
聞
け
て
品
げ
た
い
紙
約
?
ア
で
の
緩
殺
は
と
て
も
火
き
か
っ
た
と
師
、
審
議
士
(
締
)
が
殺
事
い
い
簿
一
号
…

削
幽
か
ろ
揖
吋
抽
唱
に
一
鍛
為
市
り
し
ん
の
が
、
疲
れ
は
さ
法
ど
慾
じ
ま
常
人
?
し
た
。
思
い
ま
す
。
一
度
に
大
勢
丹
幾
銭
、
時
期
い
る
。
ち
在
み
じ
今
野
島
内
、
ん
は
途
絡
一

日
本
の
曾
孫
救
慾
総
ぎ
;
ご
の
特
に
自
分
の
す
ぬ
と
絞
め
#
?
の
子
が
体
の
患
者
が
運
ば
れ
て
き
と
冷
ま
ず
を
受
け
3
時
開
後
に
は
紙
一
滋

m

い
愛
汽
一

医
師
-
巻
議
支
(
同
制
)
h
J
O

功名
H

A
フ
脳
出
家
運
ば
れ
て
き
た
k
き
は

日
年
ぶ
り
、
有
志

償
制
仰
の
消
防
極
、
時
帰

g
分
踊
凶
が
潟
び
総
筑
波
れ
ま
し
た
。

滋
出
問
団
を
取
り
巻
く
潔
渓
が
隠
し
く
な
っ
て
い
る
中
、
同

骨
品
凶
へ
寄
せ
ら
れ
る
悶
待
に
は
大
き
な
も
の
が
寄
り
ま
ず
。

(3) 19低 1乞 16

11241 

ち
上
が
る

我

孫

子

の

野

権

イ

(キツツキ科)

全
長
約
一
ヒ
・
五
セ
ン
チ
。
線
療
で
い
ま
す
。

で
は
時
四
上
か
ら
ヰ
門
的
中
灸
を
ゆ
戦
五
割
問
北
海
道
と
東
花
地
方
的
…
総
で
敵
前

線
が
目
立
ち
ま
す
が
、
余
録
淡
糊
開
設
磁
し
、
冬
期
間
本
州
市
問
的

ι移
絡
し
宅

で
よ
市
山
は
濃
く
、
停
中
じ
刷
用
と
-4
仲
拙
開
明
る
い
緋
'
件
以
柑
・
ま
ば
ら
に
本
の

設
の
小
絡
が
後
柚
慨
に
ま
ざ
る
地
球
主
み
る
註
平
山
昭
令
ど
?
然
ぷ
L
ま
す
の

数
料
ザ
の
御
肉
料
、
、
静
殺
の
キ
y
y
キ
と
総
冬
、
チ
災
情
山
神
間
務
一
滋
で
見
て
は

は
滋
い
本
的
殺
に
タ
テ
に
は
止
ら
ず
、
い
ま
す
が
然
保
数
は
合
辛
い
上

ι

除
後
に
沈
り
ま
す
。
噴
き
声
は
「
キ
み
つ
け
い
く
い
良
時
で
す
。

イ
ー
キ
イ
キ
ィ
し
と
モ
ズ
に
よ
く
似
{
滋
然
、
主
将
品
目
、
文
、
吉
一
同
級
品
取
犬
)

来年4月1日
入欝務翠の方

栴端容
4
丹
1
8に
入
描
闘
を

撃

す

る

方

は

、

言

寄

{
回
目
)
ま
で
に
市
役
所
地
見
議
家

庭
諜
で
申
請
手
続
容
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

軍
入
間
幽
の
務
準
つ
ダ
の
紛
か
-
h
⑤
ま

で
の
い
ず
れ
か
い
い
刊
紙
当
し
も
家
庭
保
育

が
聞
出
総
合
間
総

ω胤W
凶帆が
ω苧
除
外
労
師
国

間
関
際
年
ム
京
銀
品
掛
創
刊
の
砧
制
め
忘
れ
は
あ

Y
M
が
俊
け
ら
れ
な
く
な
る
ば
か
り
か
、
紛
泌
総
が
家
庭
内
労
滋

り
ま
砂
防
人
か
ω

納
め
忘
れ
が
な
い
か
ど
減
税
市
、
港
齢
年
金
も
受
け
ら
れ
な
く
な
め
隊
総
が
い
な
い
家
庭

う
か
、
も
う
-
度
#
確
か
め
く
だ
さ
い
忽
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
自
分
自
身
の
た
め
③
沿
線
の
出
産
・
病
気
な
ど

傑
険
制
叶
を
納
め
忘
れ
る
と
、
万
一
的
仁
も
、
ま
た
家
族
の
た
め
に
も
保
険
制
村
@
出
納
入
の
看
設
な
ど

市
苧
欽
の
と
き
出
陣
常
一
同
年
金
や
妙
子
掠
金
な
泣
決
め
ら
れ
た
削
開
閉
ま
円
、
に
診
ち
ん
と
③
家
庭
の
災
骨
穏
な
ど

絞
め
る
よ
う
、
姦
け
ま
し
ょ
う
。
主
、
審
議
は
1
号

時

開

月

在
者
、
間
関
災
年
食
後
拠
品
川
淵
入
総
保
険
初
日
で
且
期
総
1
0
0険
機
は
し
ん
の
就
労

者
間
悦
泌
総
会
篠
山
則
L
た
カ
は
、
畷
和
由
が
H

抑
制
官
で
す
ω

ま
と
学
鈴
然
児
童
が
2

年
3
月
八
刀
ま
で
保
険
制
付
与
級
品
同
す
る
と
人
以
上
い
る
刷
嶋
一
合
は
、
す
べ
て
の
先
議

と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
絞
め
入
剣
劇
拘
舗
が
必
嬰
で
す
。

品
刊
し
て
く
だ
さ
い
e

曹
入
機
管
章
若
年
齢
市
立
両
体
育
崎
闘
拡

高
い
会
わ
せ
留
保
ま
嘉
穂
産
主
開
円
以
上
、

478に
年
齢
が
燦

申
講
は
昭
月
お
日

し
て
い
な
い
児
鐙
に
つ
い
ぞ
も
ゆ
議
燃
幽
約
定
を
受
け
、
判
定
書
を
申
議
滋
に

は

受

酬

明

し

ま

す

。

添

付

し

て

く

だ

さ

い

ロ

。
鼎
理
体
酬
明
け
保
育
h

特
別
線
総
)
帯
、
平
誘
方
法
入
隠
申
絡
お
は
兇
幾
家

@
対
象
牛
市
償
却
臼
以
上
。
の
か
附
け
米
総
議
及
び
各
保
育
問
闘
に
あ
り
ま
官
。
市

描
闘
の
致
指
ん
す
一
保
育
的
蹴
(
線
、
湾
、
織
化
品
目
.
東
ゐ

@
実
施
傑
湾
総
絞
殺
し
湾
同
陣
古
川
副
閥
、
び
こ
、
繰
戸
、
殺
水
、
っ
く
L
針
第
二

市
交
一
期
決
後
後
関
紙
立
慈
愛
保
の
人
関
申
綴
敢
闘
は
、
絞
殺
出
品
綴
字
詰
諜

割
問
凶
関
紙
食
物
油
帥
料
開
体
育
関
出
(
保
育
計
へ
祖
開
閉
し
て
〈
だ
お
い
砂

制
酬
の
容
で
川
町
年
度
宏
出
産
予
定
で
遣
い
会
わ
せ
市
立
保
育
極
量
綴

岬

mw仲
間
け
保
育
彩
希
望
す
る
方
も
」
時
然
、
引
私
立
保
背
留
は
各
県
存
関
側
へ
。

譲
〈
な
さ
い

)

4

募
集
保
育
園
一
除
問

ゑ
警
官
護
資
一
主
叩
一
村
一
川

8
一
部
玄
関
関

η
一間…

n

j
y
w
7
 

(
特
約
保
育
)
一
草
川
一
J
J
ィ

↓

一

J
h

一
吋
一
寸
ゴ
叶
…

J
J
J
吋

@

対

象

然

一

戸

綿

一

的

ゐ

竺

笠

-EE吾
川
苦
悩

背

に

欠

付

、

一

3

…m
万

一

日:
 

混
ム
ロ
保
育
が

H

川
町
芥
「
一
間
酔

可

能

と

判

断

日

…

ぉ

…

材

料

一

w
u
u
u

11:

ト
…
北
…
花
戸
ム
ホ
γ

く

怒

れ

る

綴

成

婚

…

湖

…

車

刷

用

並

つ

心

身

時

開

校

惜

月

一

台

こ

一

一

戸

然

。

申

絡

調

見

懇

北

ぷ

榔

織

は

必

ア

先

制

時

1

議
満
明
録
的
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引
き
続
き
ゴ
ミ

の
減
量
化
後

昭
和
同
年
1
パ
寸
ケ
コ
ミ
の
減
紙
化

と
h
q
捕
時
的
一
持
利
用
を
問
問
る
た
め
実
施
さ

れ

と

雪

緑

化

芝

言

、

空

会

努

力
に
よ
り
密
t
m
い
い
始
同
市
が
上
が
っ
て
い

ま

yo
昭
和
知
町
年
7
M
什
か
h
d
ぽ
汁
ま
で

の
学
忽
問
附
的
資
源
M
U
絞
殺
は
合
計
?
i

U
0
7
万
5
8
2
0
均
(
例
年
山
間
粉
砕
ル
印

%
増
)
p
r
c
ユ
れ
に
伴
い
宍
泊
門
日
回
収

川
川
体
に
支
払
わ
れ
る
薬
会
事
て

あ
り
、
持
尚
治
会
や
子
役
会
で
資
料
刈
に

制
刊
開
削
さ
れ
て
い
ま
す

μ

内
総
滋
化
卒
業
の
液
縫
い
い
伸
マ
ョ
雑
芥

ゴ
ミ
A

不
燃
糸
コ
ミ
)
の
H
品
川
い
ふ
〈
闘
に

滅
告
し
…
在
炎
勺
総
分
品
町
内
軽
絡
が
山
内

ら
れ
ど
い
ま
す
。
令
時
間
も
崎
一
々
の
ん
の
↓

v

山
時
万
台
ゐ
紛
い
し
ま
す
。

市内の各ステーションでは地域の撃をさんのご協力で

警察然とゴミの務総が行わす之、うまlllJ収集も綴綴a

く
北
円
し
ふ
附
舛
叫
時
間
期
灰
色
、
川
崎
は
山
い
い
く

ぞ
党
総
に
議
併
が
あ
り
も
鴫
は
太
く

て
た
い
炉
心
γ
し
か
ぎ
出
伊
い
い
ぬ
り
、
定
判
明

に
み
布
と
同
点
と
の
災
占
が
ん
り
、
泳
法

滋
印
}
で
ル
小
か
九
月
σ
が
あ
る
中
緩
め
カ
そ

メ
r
r
。
群
れ
て
い
る
と
失
一
ミ

γ

ー
ナ
‘
ミ
ミ
ー
す
と
え
ー
の
よ
う

主
上
戸
で
よ
く
明
き
ま
7
n

令
仰
の
海
山
時

E

滋
河
口
等
じ
ゅ
時

殺
に
H
凡
ら
れ
る
μ
ド
イ
で
ナ
ド
か
、
ー
賀
一
刀
隔

で
は
、
た
ま
に
し
か
交
ら
ふ
れ
ま
品
川
人
c

子
第
沼
で
冬
季
接
過
に
日
見
ら
れ
る
カ

そ
メ
は
勺
ふ
り
カ
モ
メ
で
、
ウ
ミ
ネ
コ

給
料
刊
m
w
年
4
月
か
ら
実
施
し
て
い
る
拙
世
間
開
淡
乾
鑓
治
的
分

別
総
務
泳
、
皆
さ
ん
の
ご
幾
鱗
を
い
た
だ
寄
綴
湘
酬
に
進
ん
で
い

ま
す
。
市
で
川
跡
、
さ
ら
に
問
問
紛
れ
恕

4
月

1
臼
よ
り
終
蛍
光
灯

の
八
万
別
収
集
も
ス
h
w
l
ト
さ
せ
ま
す
協
健
闘
附
済
援
電
池
ぃ
r
ぬ
様
、

ご
協
力
を
お
酷
闘
い
い
た
し
ま
す
d
n
業
活
環
境
緩

斗
冷
e

e

Z

小
ー

ネ
メ

、、¥
カ

ウ

排
出
は
雑
芥
ゴ
ミ
の
場
所
ヘ

水
銀
絡
に
よ
る
環
境
汚
会
が
心
配
ぢ
い
ど
は
、
札
恥
通
り
災
政
川
円
以
臼
い
い
縫
袋
一
以
慌
の
蒸
し
世
田
え
に
つ
い
て
は
、

れ
司
令
仙
止
対
必
乾
ぷ
山
叫
に
つ
い
て
は
、
昨
芥
J
ミ
的
問
吋
的
引
出
し
て
く
と
怠
い
。
3
月
山
お
ま
?
に
験
誌
が
ス
テ
j

ンョ

押
す

4
叫
け
か
ら
分
別
収
集
を
小
k
h
b
慨
し
で
ま
腕
M
M
v
o
円
以
正
時
じ
分
別
し
ど
減
収
し
、
/
で
盗
接
行
い
ま
す
の
や
、
こ
f
ふ
く
ど

い

り

ま

し

と

が

、

告

さ

八

の

…

法

制

併

こ

専

門

工

州

内

?

治

江

川

世

田

川

い

た

し

ま

9

4

さ

い

合

協

ん

に

よ

り

開

明

州

制

じ

同

山

引

が

議

め

ら

れ

、

ま

た

、

沿

税

収

集

H

4

同

ヰ

わ

れ

わ

し

と

l
恥
H

V

d

z

令

2

3

5

区

分

別

川

山

一

表

示

板

の

一

部

変

更

「

ぷ

L

L

い

八

三

み

川

し

七

月

ノ

き

れ

い

な

か

υわ
れ
て
い
ま
J
t

哨
w
m
チ
れ
に
つ
い
て
も
内
容
に
一
部
変

必
ど
は
今
q
L
H
け
I
U
か

ら

山

崎

議

記

出

い

点

先

げ

の

分

別

収

集

に

枠

い

災

録

証

人

い

か

あ

り

ま

す

の

で

、

改

訂

し

た

も

の

好
に
つ
い
と
も
分
別
収
集
立
が
点
滅
す
る
M
m
収
ス
一
7
1
4
ン
党
/
削
川
表
ぷ
似
の
一
線
を
白
川
刷
会
、
資
制
問
問
附
収
団
体
会
議
ど
れ
舵

ニ

と

じ

な

り

ま

し

た

挑

ん

ム

ふ

に

つ

を

つ

ぞ

…

の

漁

け

を

掛

ん

い

た

し

ま

す

ひ

市

し

て

い

ま

す

な

お

、

出

役

所

口

ピ

l
i
i
i
i
i
i
i
i
1
l
i
l
i
-
-
i
-
j
i
l
l
;
;
i
l
-
-
i
j
i
l
l
l
i
-
-
I
l
e
-
-
j
‘
路
支
所
、
名
作
成
液
検
耐
に
も
開
制

中
む
と
て
み
り
ま
す
ι

説
金
の
持
つ
意
味
、
わ
か
り
や
す
く
一
“
|

…
部
議
開
で
巧
妙
な
手
口

ヘ
仁
川
問
中
一
よ
だ
に
問
?
"
カ
ル
ザ
ミ
一
3
て
い
く
M
M
f
去
っ
つ
ふ
た
匂
お
浮
?
ニ
レ
ー
を
い
間
ソ
た

v

係
機
。
川
町
一
一
両
小
災
刷
、
滋
議
の
例
制
作
な
…
内
定
、
小
川
険
料
い
烈
附
縄
本
誌
や
ノ
i

p

a

i

:

 

ク
ー
ル
ム
で
久
b
J
i
t
中
古
誌
の
ぺ
必
た
池
上
下
桃
子
之
主
は
「
い
わ
ゆ
会
し
附
問
時
は
刊
は
お
と
綿
一
山
可
愛
読
自
は
赤
ど
い
い
鳥
ナ
ャ
レ
ン
シ
し
と
ミ
?
き
は
引
ラ
j
h
ン
ス
子
ム
の
攻
以
内
竹
山
間
と
品
約
し
て

塁
さ
ん
が

T
P掃
い
た
り
ホ
i
l
回
目
的
主
主
主
4
3
2
か
え
山
川
次
郎
か
安
打
さ
ま
で
と
護
f
¥
い
ま
ひ
と
ー
で
す
ι

一
様
工
務
告
の
ち
を
か
号
、
ぃ
銭
円
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